
概　要
炭素繊維シートをエポキシ樹脂などでコンクリート構造物

に接着する補強工法は、施工性に優れた補強工法として近年
多く採用されているが、炭素繊維接着工法の場合、補強後の
作用荷重が対象となる。

一方、「アウトプレート工法」は、工場で炭素繊維に結合
材を含浸させ成形した炭素繊維プレートを緊張材として用
い、コンクリート構造物および鋼構造物にプレストレスを導
入して補強する工法である。そのため、本工法の場合は、補
強前に発生しているコンクリートの引張応力やひび割れを抑
制でき、たわみも改善できる。

 

 

アウトプレート
炭素繊維プレート緊張材は、鋼製定着体に炭素繊維プレー

トを挿入し、定着用膨張材を充填して鋼製定着体と炭素繊維
プレートを一体化する。設置時は、補強構造物に設置した固
定プレートに、炭素繊維プレート緊張材を緊張ジャッキで引
き寄せて固定することでプレストレスを導入する。炭素繊維
プレートの梱包および運搬荷姿は直径１m程度となる。　　
　　　　　　　　　　　　
補強効果
1．高い曲げ補強効果
　終局曲げ耐力の向上、鉄筋コンクリート構造では鉄筋応力

が改善される。
2．ひび割れの制御

　プレストレスを導入することにより、ひび割れに対して
抑制効果があり、コンクリート部材のひび割れ発生限界値
を向上できる。

3．たわみの回復
　プレストレス導入により、死荷重に対しても有効である。
4. 景観性の向上

　外ケーブルに比べ緊張材が薄くコンクリートに接着する
工法であるため、建築限界、河川限界に影響せず、本体の
景観性は補強後においても変化が少ない。

5. 連続桁の支点上の補強が下面から可能
　連続桁の下面に補強した場合中間支点上ではプレストレ
スによる２次モーメントにより負の曲げモーメントを低減。

施工実績
本工法の適用実績は、開発以来、コンクリート橋の補強に

適用された実績が66橋である。その内訳は、RC橋の補強が
19橋、PC橋の補強が44橋であるが、PC橋の補強に関しては、
橋軸方向の補強に加え、橋軸直角方向の補強も行われている。
また近年では、鋼橋の補強にも適用され３橋の実績がある。 
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